
記者発表資料
平成２３年８月３日

村山・置賜地区災害情報普及協議会

ゲリラ豪雨による

都市型水害に対する検討会を8/5に開催

～関係機関の連携により対策を検討します～

村山・置賜地区災害情報普及協議会（会長：山形河川国道事務所長 手塚寛之）

は、８月５日（金）にゲリラ豪雨による都市型水害に対する第２回検討会
を開催します。

近年、ゲリラ豪雨と呼ばれる突発的で局地的な豪雨の頻発により中小河
川の氾濫や道路の冠水などの被害が全国的に発生しており、山形において
も道路の浸水などの被害が発生しています。

これらの都市型の水害は、下水道、道路、農業用水路、河川等の様々な
施設が複雑に影響するため、関係機関が連携して検討を行うことで効果的
・効率的な対策が期待されます。

昨年９月３０日に第１回検討会を開催し、今回の検討会では、各機関の
対応状況や課題などについて情報を共有するとともに、新たに構築した氾
濫モデルの活用について話し合います。

１．開催日時 平成２３年８月５日（金）13:30から（１時間半程度）

２．開催場所 山形河川国道事務所２階 大会議室

３．取 材 カメラ・写真撮影は随時可能としております。

※災害情報普及協議会・・・市町村との情報共有・連携による災害情報の普及を目的と
した協議会で国交省、県、市町村で構成
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